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ことばの散歩-1- 

イワンとジョンは同じ名？！ 
                              図書館長 安村 仁志 

 トルストイの名作の一つに『イワンの馬鹿』という民話風の作品があります。これはトルストイ

のたどり着いた思想のさまざまの要素が織り込まれている、渾身の作品です。ロシアにはもともと、

周囲から“馬鹿”と言われながらマイ・ペ－スで生きていく幸せなイワンのお話が民話として語り

継がれてきました。トルストイはそうした民話の基本的枠組みをベ－スにしながら、独自に見事な

作品に仕上げました。 

イワンという名はロシアでは非常にポピュラ－な名前です。20世紀初頭のあるデ－タによります

と、男の子が1000人いると実に240人がイワンだったといいます。まさにイワンだらけといった感

じで、何処のイワンか言わんと誰のことやら分からないほどです。イワンは姓にも現われてきます。

イワノフという姓は｢イワン(家)の｣を意味します。イワンという父親が息子にまたイワンという名

を与えることもあります。すると、｢イワンの息子｣を意味する呼び方(父称といいます)はイワーノ

ヴィチとなります。そこで｢イワン家のイワンの息子のイワン｣はイワン・イワ－ノヴィチ・イワ－

ノフとなりますが、決して稀有な例ではありません。 

それほどまで親しまれるイワンという名はどこから生まれてきたのでしょうか――それは新約聖

書に登場する｢ヨハネ｣に由来します。聖書に登場する｢ヨハネ｣としてまず浮かんでくるのはイエス

の弟子で、福音書記者のヨハネですが、もう一人大事な人がいます。それはイエス・キリストの登

場を前以て告げ知らせた｢洗礼者ヨハネ｣です。この二人のヨハネはいずれも親しまれ、人々が好ん

でつける名前となりました。新約聖書はコイネ－・ギリシアで書かれましたが、｢ヨハネ｣はイオ－

アンネ－スと発音されていたようです。これが西方に伝わっていく過程で、ラテン語で“イオ”の

部分が“ヨ”となり Joannes(ﾖｱﾝﾈｽ)となりました。さらにドイツ語では Johannes(ﾖﾊﾝﾈｽ)となりま

した。フランス、イギリスでは、”Jo”の部分が[ジ]の音を帯び、Jean、Johnとなりました。一方、

ギリシアから東方のロシアには“イオ”の部分がそのまま受け継がれ、イオア-ンとなりました。そ

して後に［オア］が［ワ］となりイワンとなった次第です。こうして、遠く離れたイギリスのジョ

ンとロシアのイワンは同じヨハネから作られた名前ということになりました。 

前号ではサンクト・ペテルブルクという地名に、イエスの一番弟子ペテロの名が隠れているお話

しをしましたが、今回はヨハネが主人公です。さて、ヨハネの記した福音書は、他のマタイ、マル

コ、ルカと比べて独自性が強く、哲学的表現なども多いものとなっています。そんなヨハネから作

られたイワンが民話では“馬鹿”と結びつけられているのはなぜでしょう――謎です。私はおぼろ

げながら、このイメ－ジはどちらかと言えば洗礼者ヨハネの方に関係があるのではないかと考えて

います。洗礼者ヨハネは、｢荒れ野で呼ばわる者の声がする｣、｢らくだの毛で織ったものを着て、腰

に皮の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた｣と聖書にある通り、孤高の野人でした。言い方を変え
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ると、｢変わり者｣にも通じるかもしれません。そうしたことが民話のイワンのイメ－ジにつながっ

ていったのかもしれません。ただ、民話のイワンもトルストイのイワンもどこか真理に通ずるもの

をもっています。人は、自分には出来ないけれどうらやましい思いをもってイワンを見ているのか

もしれません――まさに愛すべきイワンです。   
 

図書館を利用者として見る 
                                                              福井 司郎 

   
退職して、仕事に関係なく好きな本が読んでいられると思ったが、非常勤で少し仕事もして

いるので、自由に面白い本を読みあさるわけにもいかず、読書の内容はあまり変わらない。量

の方も、退職前と全く同じようなもので、記録されるものは、一年に１６０冊前後。従って読

書生活は変化なしというところである。 
  ところが、本の入手はほとんど図書館頼りで、購入するものは、文庫、新書のようなものか、

画集や写真集などに限られる。 
  図書館はというと、初めは、自宅に近い千種、東、名東といった公共図書館を利用しようと

思ったが、やはり、馴染みのある中京大学の図書館の常連になってしまった。読みたい本はい

くらでも棚に並んでいる。２週間６冊を一年繰り返すと１５０冊で、誠に都合がよい。 
  大学に居た者が、使い慣れた大学の図書館を良しとするのは、身びいきで公正なジャッジで

はないようだが、敢えて一利用者として「使いやすい」といいたい。 
  実は、在職中は学生・院生・教員といった研究者に対する、本来行うべき大学図書館として

のサービスに重点を置き、その質を高めようと思っていた。多様で広汎なニーズをもつ、地域

の不特定な利用者や、オープンカレッジの受講者に満足してもらうサービスまでは無理である

とし、余力があればできる限りの事はするという考えで対応していた。しかし、立場が変わっ

てみると、これだけの資料と、サービス環境と、人材があったらどのようなニーズにも応じら

れてあたりまえであるのに、大学図書館の枠内でしか考えなかったことを不思議に思う。もっ

と自由読書の大切さも考えていればと、立場が変われば考えも変わる。 
  中京大学図書館は、豊田図書館新築移転に始まり、ライブラリーサービスセンター開館、法

学文献センター開館と矢継ぎ早にサービス空間の拡大を行い、最近、視聴覚サービス部門の合

併に伴う改装でブースの３倍増など設備の充実も着々と進めている。また、開館時間の大幅な

延長など、困難な条件をクリアしなければならないサービス拡大をも次々に行っている。そし

て、その成果は利用統計に如実に現れている。 
  大学図書館はその大学の学習・研究活動が反映する図書館であってほしい。そのためには、

各教員が、推薦図書、課題図書をしっかり学生に示し、それらが、学習活動で活かされている

ことを確認して頂きたいということである。 
  最近学習関連資料の利用が伸びていると聞く。利用状況から見ても、教員や、学生が真摯に 
学習・研究に取り組んでいることはわかる。これは、統計上の話で、私が望むのは、排架の全

容やその日々の資料の動き、棚の乱れかたを見て、なるほど、これが活きている大学図書館だ

と、一目瞭然、納得することなのだ。 
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ベストリーダー (７月～９月)                          

                                                       

【名古屋図書館】 名古屋図書館は、心理学関係の資料が充実しています。 

（貸出）  （閲覧）  

 復刻日本の雑誌  P051 ／ Nz  心理学研究  P140 ／Sk 

 企業と人材・人的資源管理  P049 ／ Ge  教育心理学研究  P371.4／Ks 

 日本ファジィ学会誌  P401 ／ Nf  児童心理  P371.45／Js 

 中部の経済  332.15 ／ Ka 日本心理学会発表論文集  P140 ／Ns 

 Handbook of parenting  367.3／H29／4   

 

【豊田図書館】  社会科学分野（300）の雑誌の利用が多くみられます。 

（貸出）  （閲覧）  

 別冊宝島   P049／Bt  小売物価統計調査年報  P337／Kt 

 豊橋市史   215.5／To85／7  日本民俗学  P380／Nm 

 肩ごしの恋人 913.6／Y97  月刊福祉  P369／Ji 

 闘牛   788.4／A73  社會事業  P369／Ji 

 

【ＬＳＣ】  人気の「Oxford Bookworms Library シリーズ」に加え、心理学関係、国文 

学関係など、さまざまな分野の図書が利用されています。 

（貸出）   

 Anne of Green Gables     837.7 ／ O93 ／ 24 

 Aiice`s advenyures in Wonderland     837.7 ／ O93 ／ 23 

 Love story     837.7 ／ O93 ／ 62 

 Aladdin and the enchanted lamp     837.7 ／ O93 ／ 2 

 別冊ジュリスト     P320 ／ Ｂｊ ／ 37 

 現代のエスプリ     P049 ／ Ｇｅ  

 ニュートン別冊     P405 ／ Ｎｂ ／ 2002 

 心理測定法への招待     140.7 ／ Ｉ 14 

 川端康成「雪国」作品論文集成     913.6 ／ Ｉ97 ／ ２ 

 

【法学文献センター】  これら資料の他、判例を調べるＣＤ-ＲＯＭの利用も増えています。 

（貸出）  （閲覧）  

 刑法総論  326.1／Y24  判例時報  P320／Hj 

 国際法綱要  329 ／Mi88  国際法と国内法  329.01／H71 

 国際法講義  329 ／Ta11／2  商法の争点  P325／Ss／1993 

 国際法総論  329 ／Ｆ72  判例タイムズ  P320／Ht 
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              新着図書セレクト 
『この世のあらゆる書物も、君に幸福をもたらしはしない。 
だが、書物はひそかに君自身の中に君を立ち帰らせる。』  by ヘッセ 
 

７・８・９月の新着図書のなかから、お薦め本を紹介します。この秋にこそ、読書と思索のいとまをつく

りませんか。ぜひ、ご一読ください。                                                      
  請求記号                 タイトル・著者・出版社 所蔵 
002 / W 75 『知の挑戦』 （エドワード・O・ウィルソン著 角川書店） 

科学・宗教・芸術などあらゆる知を統合し、人間の本性を解き明か

そうとする、知の巨人ウィルソンの金字塔的著作。 

TL 

002.7 / N 43 『大学生のための研究論文のまとめ方』 （中田英雄・金城悟編著 
文化書房博文社 ） 

LSC 

100 / Ko 89 『日本一わかりやすい哲学の教科書』 （小須田健著 明日香出版） LSC 

204.9 / Ki 39 『歴史の風景』 （木村尚三郎著 山川出版社） 
「進歩と発展」から「調和と連帯」へ、「技術」より「いのち」へ、

歴史への問いかけが始まるとき。激動の時代に生きる歴史家の知恵、

珠玉のエッセイ。 

TL 

210.08 / A 32 『女の領域・男の領域』 （赤坂憲雄[ほか]編 岩波書店） 

なぜ女なのか、なぜ男なのか。性とジェンダーの具体相を抉る。 

TL 

242.03 / Ma 14 『古代エジプト文化とヒエログリフ』 （ブリジット・マクダーモ

ット著 産調出版） 

カラフルな寝殿や墓の写真を豊富に取り入れ、象形文字で解読する

決定版。ヒエログリフには魅惑の物語が詰まっています。 

TL 

289.1 / Y 88 『不良少年の夢』 （義家弘介著 光文社） 

全国から集まってきた高校中退や不登校生と共に戦う、“元不良”だ

った教師の熱き挑戦！ 

LSC 

302.53 / H 52 『アメリカ、自由の名のもとに』 （ナット・ヘントフ著 岩波書店） 

チャーミングで激烈、スウィートにして心揺さぶる 20 年間のコラ

ムを、9.11 以後の発言も含め、初めて大集成。 

LSC 

319.27 / Y 46 『戦争と外交』 （山内昌之著 ダイヤモンド社） 

戦争と平和を現実に即して論究。日本外交のありかたを問う。 

TL 

329.33 / N 71 『わかりやすい国連の活動と世界』 （日本国際連合協会著 三修社） LSC 

LL 

332.107 / N 93 『経済論戦』 （野口旭著 日本評論社） 

世間知にとらわれた「経済学を知らないエコノミストたち」を相手

にした獅子奮迅の闘いの記録。 

LSC 

333.8 / Ts 73 『地球が舞台』 （津守滋編 勁草書房） 

国際NGO 最前線からの活動報告。 

LL 

TL 

335.22 / Mu 62 『アジア経営学』 （村山元英著 中京大学中小企業研究所） 

三十数年前に立ちあげた理論、アジア経営学の検証と進化そして再

体系化。 

NL 

LSC 

TL 
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337.1 / H 39 『大学の倫理』 （蓮実重彦[ほか]編 東京大学出版会） 

大学がいかにあるべきかを大学の立場で本格的に思索し、研究のあ

るべき姿と規準、教育のあり方、歴史と人類に責任をもちうる大学

の位置づけなど、様々な課題とアプローチを包摂する。 

LSC 

TL 

457 / F 39 『生命40億年全史』 （リチャード・フォーティ著 草思社） 

いかなる進化劇が展開されてきたのか。大英自然史博物館の古生物

学者が化石資料を縦横無尽に駆使し、自身の発掘調査の興奮を織り

まぜながら、広大無辺な40億年を一つの物語にまとめ上げた、決定

版・生命史。 

LSC 

TL 

491.3 / Ka 62 『からだのしくみ事典』 （浅野伍朗監修 成美堂出版） TL 

527.8 / Sa 85 『間取りの手帖』 （佐藤和歌子著 リトル・モア） 

ヘンな間取り満載。 
LSC 

578.4 / Ma 89 『百万分の一の歯車！』 （松浦元男著 中経出版） 

マイクロパーツで世界のド肝をぬいた樹研工業のカリスマ経営者が 

語るその技と哲学のすべて。元気になりたい人、とにかく前に進み 

たい人たちに贈る経営と人生の教科書。 

LSC 

673.8 / O 38 『トップが語る21世紀の経営戦略』 （岡田卓也[述]、西村晃著 た

ちばな出版） 

本書では岡田卓也イオングループ代表との長時間インタヴューをも

とに、イオングループの戦略とは何かを検証し、あわせて21世紀の

日本の小売流通がどうなるのかを考えていきたい。 

NL 

675 / Su 89 『マーケティング・ネットワーク論』 （陶山計介[ほか]編 有斐閣） LSC 

759 / To 66 『世界のおもちゃ100選』 （トライプラス編著 中央公論新社） TL 

778.2 / Mu 62 『映画史を学ぶクリティカル・ワーズ』 （村山匡一朗編 フィルム

アート社） 

ソニマージュ（音と映像）時代のキーワード。鑑賞・研究・批評に

コンパクトに使える映画事典。 

LSC 

780.19 / Ta 49 『からだには希望がある』 （高岡英夫著 総合法令出版） 

驚異のスーパーリラックス法！ゆる体操、極意、呼吸法、気功。高

岡メソッドであなたは変わる。 

LSC 

TL 

815 / Ku 55 『正しく美しい日本語のしくみ』 （倉島長正著 日本実出版社） TL 

910.268 / H 29 『漱石先生お久しぶりです』 （半藤一利著 平凡社） 

孤独と個人主義を貫き、百年単位で考えながら、やさしさとかなし

みをユーモアでくるんだ生きた先達へ。 

TL 

910.268 / Sa 22 『あのころの未来』 （最相葉月著 新潮社） 

遠い日、夢見た世界に僕らは生きているのだろうかー。著者が星新

一とともに考える科学の進化と人間の現在。 

LSC 

913.6 / O 73 『九月の四分の一』 （大崎善生著 新潮社） 

失われたときの痛みとぬくもり、心のゆらぎを紡ぐ著者初の短編集。 
LSC 

914.6 / H 52 『いま、抗暴のときに』 （辺見庸著 毎日新聞社） 

イラク侵略戦争、武装化する日本、迫りくる「次の戦争」を人倫の

根源から告発するいま最も熱いテキスト！ 

LSC 
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      ２００３年度図書館ゼミガイダンスの結果について        
 
図書館では４月から６月までの３カ月間にわたって、ゼミ単位の図書館ガイダンスを実施しま

した。全館で７９のゼミが参加しました。その中で、名古屋図書館（名古屋学舎１号館）が実

施した４５のゼミ、６１２名からアンケートをとりましたので、その概要を報告いたします。 
 
（アンケートの結果） 
１．図書館の利用について                     ２．検索機を使っての図書の探し方について 
ア． ： ２３３  ア． ： ２８６ 
イ． ： ２５８  イ． ： ２３３ 
ウ． ： １２０  ウ． ：  ９２ 
エ． 

よくわかった 
わかった 
だいたいわかった 
わからなかった ：    １  エ．

よくわかった 
わかった 
だいたいわかった 
わからなかった ：    １ 

    
３．パスワード変更の仕方について              ４．説明はわかりやすかったか                    
ア． ： ２２３  ア． ： ３２９ 
イ． ： ２１７  イ． ： ２３４ 
ウ． ： １２４  ウ．  ４８ 
エ． 

よくわかった 
わかった 
だいたいわかった 
わからなかった ：  ４８  エ．

よくわかった 
わかった 
ふつう 
わかりにくかった 

： 
：   １ 

    
５．ガイダンスを受けて、図書館を利用してみたいか 
ア． ： ２４２ 
イ． ： ３５６ 
ウ． 

ぜひ利用してみた

い 
利用したい 
利用する気はない 

：  １４ 

 
感想の一部 

 （説明について） 
 ・わかりやすいガイダンスだった。受けてよかった。（５１名） 
 ・名古屋図書館は入りにくいイメージがあったけど、ガイダンスを受けて前より身近に感じら

れるようになった。（６名） 
・閉架書庫は興味があるものの敬遠しがちでした。今回のガイダンスを受けて実践的で楽しか

ったので、敬遠していたイメージが変わりました。 
・ガイダンスは勉強になったので、希望者にはどんどん行ってもらえると良いと思います。 
・閉架書庫の中には膨大な図書があるのに、ガイダンスを受けたことで簡単に目的の本を見つ

けることが出来たことにはびっくりした。 
・今日のような利用説明を 1 年の時点で聞いておきたいと思った。 
・ 最後の検索練習問題は楽しかったです。今までとっつきにくいイメージを持っていましたが、

二度目のガイダンスは分かり易かったです。 
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（閉架書庫について） 
・蔵書の多さに広さに感動した（59 名） 
・ 閉架書庫をもっと気軽に使いたい。自由に入れるようにしてほしい。（23 名） 
・ もっと書庫を見たかった（10 名） 
・ LSC に比べてこちらの図書館のほうが本の数が多かったことに驚きました。検索ははじめて

しましたが、本を見つけることが出来ました。また利用したいと思います。 
・ 閉架書庫に入るためのガイダンスをやってほしい。 
 
（その他） 
・ これから図書館を有効に使っていきたい。（６８名） 
・ 名古屋図書館の存在をもっと学生に宣伝したほうがいい。知らない人が多い。（９名） 
・ LSC と違って静か。勉強をする場所としては最適！（８名） 
・ これだけ書物があるのだから、先生から学生にもっと利用するように促してもらいたい。 
 
以上がアンケート結果でした。 
コメント欄に記入されたメッセージの中で、名古屋図書館は入館しづらいというイメージがあ

ると言うコメントがありましたが、利用した学生からは静かな環境が整えられている為、個人

で学習するには最適の場所だという意見を頂いています。 
                                          
 名古屋図書館を利用している心理学研究科の大学院生、古本裕佳さんより利用についての

感想を頂きましたので、ここにご紹介します 

名古屋図書館閉架図書を利用して 
                                 心理学研究科臨床・発達心理学専攻   古本 裕佳 

 
私は大学院生になってから中京大学の閉架図書館を利用する回数が多くなりました。 

初めは、使いにくそうな印象を持っていました。なぜならば、自分で検索しなくてはならない

ので、手間がかかり面倒なことや検索をしても自分の欲しい図書を探せなかったり、本を直接

取りに行くことができないので、本を見てほしい資料か吟味ができないことがあったからでし

た。しかし、利用していると多くの利点に気がつきました。自分の調べたい図書をコンピュー

ターで調べて、失敗することで本の検索の仕方を学んでいったり、思わぬ図書や資料に出くわ

したりしました。さらに、様々に検索することで自分の調べたい図書以外にも興味のある図書

を調べることができます。また、実際に閉架図書に入って調べると、図書の分類ごとに所蔵さ

れているので調べやすく、静かなのでゆっくりと様々な図書及び論文を調べることができます。

図書館内も静かで広い机があるので、集中して勉強ができます。私も実際に図書を調べるだけ

でなく、勉強するために使用したり、グループでの勉強にも使用しました。 
  実際使用するまでは、遠くて使いづらい印象がありましたが、使用して閉架図書の豊富な資

料に触れると多くの利点に気づき、今まで自分では探せなかった資料を得ることができました。  
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図書館カレンダー 
  10  月      11  月      12  月   

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4         ○1    1 2 3 4 5 6 

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 

26 27 28 29 30 31    23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31     

               30                            

                       

  1  月      2  月      3  月   

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3  1 2 3 4 ○5 ○6 7   ○1 ○2 ○3  ○4  ○5  ○6  

4 5 6 ○7  ○8  ○9 ○10  8 ○9  ○10  11 ○12 ○13 ○14  7 ○8 ○9 ○10  ○11  ○12  ○13  

11 12 13 14 15 16 17 15 ○16  ○17  ○18 ○19 ○20 ○21  14 ○15 ○16 ○17  ○18  19 20 

18 19 20 21 22 23 24 22 ○23  ○24  ○25 ○26 ○27 ○28  21 ○22 ○23 ○24  ○25  ○26  ○27  

25 ○26  ○27  ○28  ○29  ○30 ○31  29          28 ○29 ○30 ○31      

                                            

    は休館日です。                 

   は開館時間短縮（９：００～１６：００）            

 〇 の開館時間（平日 ９：００～１７：００  土曜日 ９：００～１２：３０）    

    1 月 17 日（土） 豊田図書館のみ開館 （入試センタ－試験のため） 

2 月 1 日（日）～4 日（水） 7 日（土）入試のため閉館 

3 月 19 日（金） 卒業式のため閉館 

                                                                                             
                                                                                          
                        
 
 
 編集後記 
  クリブ ニュース 第 3８号をお届けします。今号は、司書講座担当の先生や   
学生利用者の声もお届けでき、一層充実できたと思います。 
次号以降も利用者の皆様の、生の声の投稿を心からお待ちしています。原稿 

のお尋ねは、図書館カウンターにお寄せ下さい。 
                                                             編集委員一同 


